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5)内分泌疾患と妊娠

―甲状腺疾患と妊娠を中心に―

新潟大学医学部第一内科教室(主任:柴田昭教授)津田晶子・高沢哲也

伊藤正毅

Endocrine Disorders & Pregnancy
-Especially, Thyroid Dissease in Pregnancy-

Akiko TSUDA, Tetsuya TAKASAWA and Seiki ITO

Department of 1st Internal Medicine, Niigata University School of Medicine

(Directer: Prof, Akira shibala)

Endcrine disorders are not uncommon in women of reproductive age and influence

the course of pregnancy. Especially, Bascdow disease has a high incidence in the

reproductive years.
We treated 33 pregnant women with thyroid disease during recent, 4 years. They

consisted of 23 cases with Basedow disease, 6 cases with hypotbyroidism and 4 eases

with postparatum autoimmune thyroid syndrome. In Basedow disease, only 6 cases

became pregnant at remission phase, and 13 cases and 4 cases conceived during anti-

thyroid therapy and before treatment. In 12 Basedow' s patients with normal thyroid

function in first trimester, there were 9 cases (75%) with normal full term, delivery.

This incidence was not different from that in normal pregnant women. In contrast,

in 7 Basedow 's patients with hyperthyroid state in first trimester, only 2 cases(29?«5)

had normal delivery. The other 5 cases had various complications including toxemia

of pregnancy (2 case), small for date baby (2cases), and premature birth and neonatal
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内分泌疾患と妊娠き明太腺疾患と妊娠

内分泌疾患と妊娠

L･勺妊娠の成立とその経過をこ太浄く影響するや例えば写

し̀I.:::I.JLl､パケ.膏､圭･:∴朝里~欝･･卜11}パこ上 流･早･叶

慶や妊娠中毒症予飴を鷲奪形駿胎児発暫凝滞や新生児合併

症などの原因となる七 -風 塵IE:娠が内分泌疾患そのもの

の経過に叡影響を与える,妊娠により増悪巌後化するも

れるしき分娩時にタ祈--ゼを起こし労るも捌rこタバセド

ウ病や褐色細胞隊轟がある6妊娠後をこ改善健棒摘ミみられ

るものに,自己免疫性甲状腺疾患やアジソン病がありや

この両者はまたサ出産後の増悪が多いことが触られてい
J二∫.

当科の内分泌疾患と妊娠合併例は予過去3年間で議了傍E3

であったが,そのうち甲状腺疾患が33例と大部分を占め

ても濃*グッシソダ症綴群の3例はいずれも妊娠中に妊

娠中毒症状が顕在化して診断される墨′こいた-,たこJ蔑漫)

寒梅では頻度の多い草甲状腺疾患と妊娠を17/)も､て専心をこ
言∴.ト∴.

当村の甲状腺疾患合併妊娠倒

甲状腺疾患合併妊娠尊顔打では9Jミセドゥ病が望3例と殿私

多くやしかも寛解英男妊娠例転倒に対し 治療途榊こ妊娠

した症例が且3例と多数であⅤノ沃｣激語)寛解期に導入

してか6:3m妊娠率出盛が望渡Lも､ことから考えると予治

療途中妊娠例が多い賀状は治療当初からの計画純真烏産指
導の必要性を示す転び)と思われた.

虻娠による甲状腺機能の変化

妊娠時には通常の調節機能に加えて胎厳分泌ホルモソ

の酢轡を考えなくてほなら)ない.第-をこ胎盤性エストロ

㍉-ィ,i,;･主､冊拙守卜 吊再:L''l'Ⅰミ(l'､rIlh.u･(心Ilt日日'ii相

好旦o転血Ti)が非経時の倍近く上昇する.それに搾って血

中Tt.tこIHl:''･r卜1値iL_L･.与十巨∴ ロト上 貢∴､E‖i二線

I:n_､し､TllllLlt､T(言､妊娠初1批十㌧守､高伯十示寸-い11/~1,

妊娠率期後期は非経娠時と差が無いことが知られている

索漫 内分泌疾患と妊娠の合併紗j

十十畑中!.;,_ ∴: ト,1ト(こ1
グッシンダ､髄梶野 ご3 (5.5LIi--6日

産勝則EA喜己免疫性
を湾書状腺症縦断 Ljま

tIr-.仁∴≡_I.-＼rllいn､汗′1'1,十･IL:ハr=藩労作,i.･目上.′'-

l:rLYlt､1m:＼l晶 ,jr_･f申吊 .i.･場合∴臣_I(1r,鮎'机j十十浩畑

がやや低下するためその判読闘銅を意を牽するま)慧j瀬第

二にト苧妊娠都濃男をこぼ軍胎魔性TS吉富様ホルモンが分泌さ

れ予臣節横線が生理的に刺激きれた状態とな--}ているl)盟)請う

i:ri､tlTi-i:-頼子L':/.f‖■j了､守.f車▲.,J]J..EL丹早さ二日■∴･.L,

ジれメトuッタアッセイにけよるr訂S銅値も量を3%の例でバ

セドウ病と同山レベルをこ抑粍uされているやこの胎感聖像

HC椙そのものではないかと推窪されている塊)中

バセドウ病が妊娠転帰に与える影響

バセドウ病が妊娠転帰に与える影響をみる目的で予妊

娠初期の甲状腺機能が先進していた伊眩正常範囲をニコン

トロ--ルされていた併匿ぬけて転帰をみてみると,機能

克進例では満期正常度が29%のみと正常機能例の75%に

比べて著しく低値で,妊娠中毒症,低体慶児予撃一度も濁

度騰死亡例がみられた.(濠3)督渓らの多数例での検

討でもぎ云gj様な結果で,機能低下例でも異常出産が増加す

ることが示されている5).



内科的合併症をもつ妊婦の取扱い

寮諾甲状腺疾患の妊娠転帰に与える島貫Jip等賢
妊娠時の甲状線機能と妊娠転帰

表･1汗牛:.li∴jミI､し辛∴-i;車∴･:三…告 l
バセ嘗:り病患者よき日喜う勤し畑藍における斎服発生率
摘吏娠初期mメチマゾmjしの服用および隼伏腺機能との関係)

FL 遅 正 常 計

メチ7 計 奇 形 児 奇 形 児 汁 奇 形 児
ゾ-汁服 用 - 汁 例 可 発生率

十 i.~膵 2 工アラブノb i26 チ) り十日:l 243 2 をきmヲノ占

妊娠がバセドウ病経過に与える影響

網野らの報掌濯よればク抗甲状腺剤を使用せずをこ経過
をみた寛解斯バセドウ病多数例に於いて,をは器がピ--

タを示す時期に一致して甲状腺中毒症の---適性増悪が苑

られるが計経娠車期後期では自然軽快し,出産後には約

換0%の例で橡母碍タイプの甲状腺中電症の啓発が認めら
仁工､:.::tこ.

抗甲状腺剤の影響

妊娠して初めて診断される例や抗甲状腺剤治療中に妊

娠する例も多く9抗甲状腺剤の催奇形性の有無や至腐敗

撃魔が問題となるdメ予てゾ--ル服属の有無と奇形発生

率を検討した百渓らの報祭では軍服周の有無を汚謂れず,

終板初期に機能克進を示した例に3%と奇形発生が高率

管,機能正常例ではメ予てゾ-ルを服周していても塔形

の発射£みられない7㌦∈寮射 この終業よりpバセド

ウ病で奪形が多も潤は機能先進に原因があって,抗甲状

腺剤は健奪形性は無く,むしろ機能を正常化することに

よって奇形を防ぐと考えられる.--ji胎児甲状腺が活動

を開始するmW以降においてぼ,胎児夏や状腺への薬剤殿

いがタ抗甲状腺剤やバセドウ病治療に併用されるプロフ

ラノロ--ルやヨ-ドなども胎療通過後があり亨胎児-の

＼hHIlt't;lTli.L

MOTHER PLACENTA FETUS

亡叩

＼1･･一hH-トrt･t;-llt恒･!･(,i(ir'llIlti川1品if'L<･･川dth'､

胎児明朗康-の影響
川'(,rllH､'sthethさ,rOi(トト､I
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乗馬 妊娠出井パセ巨禍福の治療

妊娠離 礁雛期に太るか､挽甲状幌別か涼小潮招量になるまで避妊指導

安易な減∃尊い中書鉦tLない
11畔t.㌔.? ∴守川111｣証

汁.こい巨Hj.{十ト∵1:I-什T1:吊 六･,卜肌∴i/:,L工~抗[巨㌻日照十日目㍑i_

後期 Ⅰ̀､tLl,‖'̀1-立上'二･iLi,-･言[･L:I),t∵こ:F~･軸卜,:㌔

LE頼5着d･;まじかに/な∵ノてら監護摘三甲状腺機能在進がある場合は
'-).:u耶l'jll ;･}･1十日j･′':i

出席楼 授乳申㌫里馴服腺㌔輔まPTuを使用する
rl､川畑.::誹1隼･Jt;川廿廿吊り..再f半日∵~∴i十日十-トトL,量

影響を考慮する必費がある∴百渓らの報祭をこよれば苧胎

児と廿'11/r什rtll佃･J,㌧L畦-~ト:∴_.1'TLIか煩L･Tl行無.L'

閃い∴.上 目卜十川町立い~l.f二律＼弓･'､1:r什rrll"tl･J,L本YJ

汁,HL'1､1/r什｢1'111軒.ノ∴l仁浩租州~~十号.~､I/r什Tl軒,-;1

やや低む､傾向があり,妊娠後期では喜yTU授与魔は凝小

県二㌦ 廿1､1/r什rl'll仙･',･圭日章卜服;-:二十二-･･Li十

ることが望澄しいと指摘している長さHO)

付目i､牒軒I冊‖:･.'守汗十 ･1､､一∴ 定畑出し言･熟i

†ート,I:}･▲.古十,ドt､Ll一言f-i.;:/∴亘lr+;∴●_(ll)Tl'…■~

363約m鰐擾i5-腰rjの母乳栄養児の甲状腺機能経過を観察し,

済帝政では正常~門限例が多くみられ,潜慶時空では経胎

盤約に移汚したf鞘3によ-､て胎児の塵能が産かである

が押倒されていたと考えとも)頼るが予授乳期には全例機能

し当日目せ!<･-L-:_卜･∴ドl't~黒牛巨'守､行∴一骨:甘1､町.､こ

とを示し/た嘗望}

最上より,妊娠合併バセドウ病がニラ治療も薮鋸 では,

妊娠前には守寛解紬こ太るか抗明光腺剤が殿中経絡巌に

なるまで避妊を指導することが豪華となる.妊娠初期に

∴ i~･･'-:lI-j雄汗∵十L,■t∵＼貢･-了･･チ､車:1半り1言.:-卜

の投を炉i摘臣であるA妊娠中期練凄桃を鵠盲こ†母体のFTee

を滅巌する,βプロノカ-や≡ぎー-ドm綾鮎ま避ける･た

だし 分娩間近になっても甲状腺機能)【ti進がコソ恒3--

JLできずタ祈-ゼの危険がある緊急例では短期間か-ド

を併用する.出産後はサ啓発砂増悪に注意して-ナ年間tj)

経過観察を驚する.抗明太腺則治療釣継続が必要な例で

はき授乳舶豊PWUを使用する夢

妊娠が甲状腺疾患経過に与える影響

閣翌に予パセド桝丙緩解例の経過を示すが,妊娠弧

妊娠中ともに正常機能を示しながら),出産二か調練に一

過性甲状腺率竃症を起こしているB級解例の醐%をここの

ような出慶後の啓発が見られると言われているが6㌔そ

の3/射蕊審例のように-一過性であり宇バセドウ病の持

続的再発は日射こ過ぎないt甲状腺中毒症が-=-適性で
辛::､棚上 付経 ∴∴十十十~了IT;仁1､1r;ltit-,:,j･)潮

目卜｢.1∴ミl叫Hflttt､､'∴用い′i十'∴ E"]了･巨上 里i二線

機能六二進射毅の練を,こ機能低ド症状を 巾適性に来すことが

あるなどの絡数を有し実話)桝デモの機序として破壊性監護謂

状腺衆〆声準えられているや

慢性明太腺衆でも出産後を√こ--磯的増悪がみられ,その

病勢は抗甲状腺抗体蘭の推移と並行していることが知ら

れている湧約5)

儒詔に,甲状腺疾患の既往の無い例での出産後甲状腺

衆をしめすか産後二かjIjよ㌢巨適性の機能先進症状と続

いて機能低下症紙を起こLたが,半年後闘£euもhyTO豆d
ト1:ll(､∴i､--_∴∴ Llf:t∵＼rl､:仁rlr:lti',l:､洲 日､∴

マイ∵クTコソ㌧-ム抗体が陽性であることか結 滞産性の

教わy涙d立もisが産後に -適性に増悪した症例達二考えられ

∴

網野らぼ,〔‡三常妊娠綿O例の出産後の観察で,その孔嶺

.916'亨約25人に且揖こ稜 の々甲状腺塵能異常の出現を認軌
その85,9,0,に抗甲状腺マイクロ､声-ム抗体を検出したま6)･

この出産後に圧ま免疫性甲状腺症候群の経過は図4の様に
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川12 ･亡上里 ､辛 :--こ細言 量 川.]立 木 '_?.I;.: 眉帖 的 ｣.l.!

泰 綴 鮎 蓮沼薮を2重己免疫性 至囚 射線症候群 鵜 沼顔

T 董巨-h経を確認 Lて申捕一.

甲状腺中毒症 呈2:m 摂取率 やV蓬､:隻/T!遷などで タイプの鑑別

破脚 牛嘗呈状鯨中毒症では､呈23Ⅰ摂取率低値､T3/管/賃<2O

L~1.∴i∴パ ～j_/i. 高 州r上 ∴撒 .･日 ､

･〉l目早Hh 守言 上十i､iE.㍉∴ 吉 ∴､∴･f十 ∴ ･

鍔 頑 君臣妄産後自己免疫性甲捌 射蔽傑雛の寮梁過

日＼Hlitlい ∴Ll

綴議化 され るが予その90/O/O'以 上が -適性が)経過をたどる

旦隼 審症鞘治療では く老 齢 9甲状腺機能低 ㌣症に対 し

ては,T3製剤で経過 を 絶て/ TLIiの上昇を確認 Lて癖

授乳を--鷹 率 直 しての 葺里 岬-も挽能管を汚い,破壊性 甲

状腺 炎か否かを診断す る.破壊性 姿等淳状線 衆では》要請TU

による治療は無効である し,甲状腺機能低 下症を続発す

ることが多いので健用 Lない影が長 く,症状のある例で

は β-プロ ノか -の授 隼で経過をみ るK審症の臨床的意

滝言∴ .≡.L-う･AL､こ11･LL｣上告 一.･吊 冊上す守汗 .症拭 い耳灘 削

うつ病環準 建株訴と誤診 きれやすいことである中出産後

の婦人においてぼ,春暖の存在を念頭をこおいて診療をこあ

たる必要があると思われ る.

新 生 児の 甲状 腺機 能異常の 発症 予 知

新生児の稽j状腺機能異常の発症予知をこぼ母体の TB貫量

周である漫8㌧ T迅H は TSH の TS王君 リセプ 摩∴--の結

合に対す る阻害活性として測定 され,未治療 パセ ドゥ癖

では太多数をこ高値を認め,甲状腺刺激作用 を撞 -〕ている.

一一万9非甲状腺暖性格発橡をー手機 螺機能低~摘 三の--啓三で も

･11川 高f-j::.ll:､J㍉J､∴卜 '~..十ノ･. ~Ll､､1̀1川 言 .~､I'::'II

弼Mj状腺機能に影響を及ぼす巨8㌧

パ-をてドゥ病ではテ治療をこよ り T拐u が減少するし声多

く殿妊娠合併例では妊娠中に"漸滅ず る. しか し芦妊娠末

期近 くまで で琵三三の減少がみ られない例があることが摘

梱 り ､~V∴/LLトぺ.

性格魔性甲状腺機能低下の母か ら生 蜜わた新生児--適性

甲状腺機能低下症例を報告 した.胎盤か ら移行 した ㌢γ職豊丑

高値による甲状腺磯能低下症をきた し 甲状腺ホルそソ

た ことが示 されたa

セ ドゥ病や予----適性甲頚光源機能低下症の出現が多いこと

が知 られてお を3漫爵),新教児甲状腺機能巣鷹の発症 予測

の指標 として T随喜王測定が極めて有用であるとおもわれ

る.
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